
有明工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 生産情報システム技術英語
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産情報システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 前期:1
教科書/教材 授業中に配付するテキスト
担当教員 明石 剛二,篠崎 烈,坂本 武司,永守 知見,塚本 俊介,原 武嗣
到達目標
１．工学一般，自然科学または専門分野に関する書籍や文献の内容を理解し，文章読解能力を習得できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

工学一般，自然科学ま
たは専門分野に関する
書籍や文献の内容を理
解し，正しい語句を使
用して詳細に説明でき
る．

工学一般，自然科学ま
たは専門分野に関す
る書籍や文献の内容
を理解し，説明でき
る．

工学一般，自然科学ま
たは専門分野に関す
る書籍や文献の内容
を理解していない．あ
るいは説明できない．

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習教育到達目標 A-3 学習教育到達目標 B-2
教育方法等

概要

工学や自然科学は国際的な学問であり，その研究成果の発表は英語で書かれた論文によって行われることが通常である
．したがって，技術的な英語の文書を正しく理解し，かつ効果的に書く英語力を身につけることは技術者にとって必要
なものとなっている．生産情報システム技術英語では各担当教員によって与えられた教材を使い，工学，自然科学分野
で実際に用いられる技術英語について演習形式で学習する．これにより，本科で学習した英語の基礎的な読解力および
作文力をさらに向上させ，技術文献などの専門的なドキュメント読解・作文能力を修得することを目標とする．

授業の進め方・方法 工学一般，自然科学または専門分野に関する書籍や文献についての文章読解能力を，演習内容およびレポートで評価す
る．

注意点 これまでに身につけてきた英語知識をもとに，技術文献を理解する．また，取り扱う内容について専門的な要素を含む
ため，工学の基礎知識を必要とする．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
各担当教員が準備する教材を利用して，演習を中心と
したゼミ形式の授業を行う．授業は各担
当教員の計画に従って行う．

各専門分野の授業内容を理解できる．

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

英語のつづりと音との関係を理解できる。 3
英語の標準的な発音を聴き、音を模倣しながら発声できる。 3
中学で既習の1200語程度の語彙を定着させるとともに、2600語
程度の語彙を新たに習得する。 3

自分の専門に関する基本的な語彙を習得する。 4
中学校で既習の文法事項や構文を定着させる。 3
高等学校学習指導要領に示されているレベルの文法事項や構文を
習得する。 1

英語運用能
力の基礎固
め

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、
100語程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる。 3

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、実際の場
面で積極的にコミュニケーションを図ることができる。 3

毎分100語程度の速度で平易な物語文などを読み、その概要を把
握できる。 4



自分や身近なことについて100語程度の簡単な文章を書くことが
できる。 4

毎分120語程度の速度で物語文や説明文などを読み、その概要を
把握できる。 4

自分や身近なこと及び自分の専門に関する情報や考えについて、
200語程度の簡単な文章を書くことができる。 4

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 100 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


